
ヘ

カ

タ

イ

オ

ス

の

地

理

的

世

界

豊

田

不日

緒
前
六
世
紀
の
東
地
中
海
世
界
の
歴
史
的
趨
勢

K
よ
っ
て
、

滅
亡
後
の
再
編
成
の
荒
波
が
つ
い
に
直
接
ギ
リ
シ
ア
人

K
波
及
し
、
と
り
わ
け

小
ア
ジ
ア
の
ギ
リ
シ
ア
人
は
東
方
の
大
国
リ
ュ
デ
ィ
ア
、
次
い
で
ベ
ル
シ

7

に

よ
っ
て
そ
の
自
を
外
界
に
開
か
ぜ
ら
れ
た
。
彼
ら
は
ギ
リ
シ
ア
人
と
パ
ル
パ
ロ

イ
を
意
識
す
る
と
同
時

K
、
自
ら
の
国
の
風
俗
文
化
と
他
国
と
の
違
い
、
そ
し

て
何
よ
り
も
そ
の
地
理
的
民
族
的
相
異
を
自
覚
せ
ざ
る
を
え
左
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
ま
で
に
彼
ら
は
、
地
中
海
・
黒
海
へ
の
第
二
次
植
民
運
動
を
完
了
し
、

西
方
の
地
理
的
知
識
を
習
得
し
て
い
た
。
加
え
て
、
ベ
ル
シ
ア
帝
国
の
版
図
が

つ
い
に
イ
ン
ド
に
達
す
る
に
及
ん
で
、
当
時
の
西
方
歴
史
世
界
が
初
め
て
一
体

と
な
コ
た
。
換
言
す
れ
ば
稀
薄
な
が
ら
も
地
中
海
世
界
が
誕
生
し
た
の
で
あ
り
、

こ
の
世
界
全
体
の
地
理
的
知
識
を
総
合
・
整
理
・
体
系
化
し
、
学
問
的
左
地
理

学
を
創
始
す
る
気
運
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
イ
オ
ニ
ア

の
地
で
沸
き
上
が
っ
た
の
が
、
自
己
の
思
考
や
判
断
力
を
伝
統
の
場
に
置
き
代

え
た
あ
の
イ
オ
ニ
ア
自
然
哲
学
の
患
潮
で
あ
り
、
こ
の
学
問
的
母
胎
か
ら
「
地

理
学
の
父
」
、
、
、
レ
ト
ス
人
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
は
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

彼
が
そ
の
歴
史
篇
の
冒
頭
で
力
強
く
宣
言
し
た
あ
の
言
葉
、
「
私
に
と
っ
て

真
実
で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
と
と
を
以
下
記
す
の
で
あ
る
o

と
い
う
の
も
、
ギ
リ

シ
ア
人
の
物
語
は
多
い
が
、
私
陀
は
笑
止
千
万
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
し
(
昨
日
J

ζ

そ
、
そ
の
成
果
は
軽
視
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
思
潮
を
体
現
し
て

い
る
。
結
果
は
と
も
る
れ
、
イ
オ
ニ
ア
精
神
を
意
識
し
、
そ
の
態
度
で
世
界
と

E 

ア
ッ
ン
リ
ア
帝
国

取
り
組
も
う
と
し
た
意
気
込
み
を
も
っ
た
最
初
の
人
々
。
一
人
と
し
て
評
倍
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る

G

ま
さ
し
く
、
ミ
レ
ト
ス
で
記
憶
き
れ
る
べ
き
人
々
は
、

レ
ス
、
ア
ナ
ク
シ
マ
ン
ド
口
ス
、
ア
ナ
ク
シ
メ
ネ
ヌ
¥

づ安

ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
左
の
で

る
る
(
証

3
)
C
叙
事
諸
の
韻
文

K
対
し
て
散
文
を
用
い
た
、

を
は
じ
め
と
す
る
ロ
ゴ
ボ
イ
オ
ス
ら
は
、
徹
底
し
た
日
清
生
活
の
一
一
一
一
口
葉
で
表
現

士
一
・

3
)
は
、
「
ア
ナ
ク
ン
メ
ネ
ス
は
イ
オ
ニ
ア
方

ヘ
カ
タ
イ
オ
ス

し
た
。
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス

一
一
一
一
口
を
、
簡
潔
か
つ
通
俗
的
に
用
い
た
の
で
あ
る
」
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
人
物

の
仲
間
の
一
人
と
し
て
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
は
活
動
し
た
の
で
あ
り
、
そ

D
師
ア
ナ

ク
シ
マ
ン
ト
ロ
ス
が
作
製
し
た
世
界
地
図
を
改
良
し
た
の
も
彼
で
あ
っ
た
。

ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
の
著
作
は
歴
史
篇
と
地
理
篇
か
ら
成
れ
ノ
、
後
者
は
ベ
リ
オ
ト

ス
・
ゲ
ス
「
世
界
周
遊
一
記
」
ま
た
は
ペ
リ
エ
ゲ
シ
ス
「
地
誌
』
の
名
称
で
引
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
理
篇
は
今
日
断
篇
で
し
か
現
存
せ
ず
¥
数
に
な
い
て
ス

(
2
)
 

テ
パ
ノ
ス

K
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
「
口
氏
族
誌
」
と
称
さ
れ
る
地
理
辞
典
に
よ

る
地
名
・
部
族
名
が
多
数
を
占
め
て
い
る
が
、
簡
略
一
念
も
の
で
原
著
の
内
容
を

知
る
ζ
?
と
は
困
難
で
あ
る
o

i

か
し
断
篇
か
ら
推
測
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
地
理

篇
は
二
巻
よ
り
成
り
、
第
一
番
]
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
第
二
巻
は
リ
ビ
ア
を
含
め
た

ア
ジ
ア
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
特
色
は
、
記
述
。
順
序
が
地
中
海
の
西

の
端
へ
一
フ
ク
レ
ス
の
柱
か
ら
始
ま
り
、
地
中
海
の
北
山
一
汗
を
東
進
し
て
ア
ジ
ア
花

至
り
、
そ
こ
か
ら
エ
〆
プ
ト
、
リ
ビ
ア
沿
専
を
進
む
と
い
う
具
合
に
地
中
海
を

-12-

一
巡
す
る
も
の
で
あ
っ
た
o

こ
こ
で
は
ヤ
コ

1

ピ
(
『
・
」
白
。
。
ず
可
)

(
3
J
 

集
を
底
本
と
し
て
、
そ
の
簡
略
左
註
解
を
試
み
た
も
の
で
あ
フ
心
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
断
篇

西
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
イ
タ
リ
ア
・
シ
シ
リ

i
島
・
イ
オ
二
ア
海
沿
岸

ス
ペ
イ
ン
を
中
心
と
し
た
西
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
方
に
閣
透
し
た
断
篇
は
非
常

I 
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に
少
な
い
。
全
体
と
し
て
、

テ
パ
ノ
ス
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
と

リ
ピ
エ
ラ
の
都
市
と
部
族
の
名

称
に
言
及
し
た
断
篇
か
ら
構
成

さ
れ
る
。
だ
が
、
古
来
名
高
い

タ
ル
テ
ッ
ソ
ス
や
ガ
デ
ス
や
ス

ベ
イ
ン
の
大
西
洋
岸
の
問
題
と

西部ヨーロッパ

左
る
都
市
そ
の
も
の

K
関
係
す

る
断
篇
が
皆
無
な
の
に
は
失
望

さ
せ
ら
れ
る
。
更
に
、
西
地
中

海
を
制
覇
す
る
こ
と
に
左
る
カ
ル

図 i

タ
ゴ
人
へ
の
一
言
及
も
な
い
の
は

驚
き
で
あ
る
o

タ
ル
テ
ッ
ソ
ス

や
へ
ラ
ク
レ
ス
の
柱
(
ジ
ブ
ラ

ル
タ
ル
海
狭
)
近
辺
の
町
、
エ
リ
ピ
ュ
ル
グ
、
ヵ
一
フ
テ
(
断
羽
・
拘
)
が
最
も

西
と
い
う
と
と

K
在
る
。
当
時
ケ
ル
卜
人
は
ま
だ
ア
ル
プ
ス
山
脈
を
越
え
ず
、

恐
ら
く
そ
の
北
・
西
辺
を
占
め
た
と
い
う
見
解
が
通
説
で
あ
る
。
へ
ロ
ド
ト
ス

(
二
・
お
日
四
・
相
)
の
叙
述
で
は
、
ケ
ル
ト
人
は
へ
ラ
ク
レ
ス
の
柱
以
西

K

住
み
、
そ

ζ
K
は
ピ
ュ
レ
ネ
と
い
う
町
が
あ
り
、
そ
と
か
ら
イ
ス
ト
ロ
ス
(
ダ

ニュ

i
ブ
)
河
が
発
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
上
記
ケ
ル
ト
人
の
分
布
は
、
へ

カ
タ
イ
オ
ス
が
そ
の
住
民
を
ナ
ル
バ
イ
オ
イ
人
と
称
す
交
易
地
に
し
て
ケ
ル
ト

人
の
町
ナ
ル
ポ
ン
(
断
臼
)
と
ケ
ル
ト
人
の
町

K
向
か
い
合
っ
て
い
る
リ
ギ
ュ

エ
ス
人
の
町

K
し
て
ポ
カ
イ
ア
人
の
植
民
市
マ
ツ
サ
リ
ア
(
断
日
)
で
、
ケ
ル

ト
人
領
域
の
南
と
東
を
意
味
す
る
。
タ
ル
テ
ッ
ソ
ス
ス
の
滅
亡
と
ポ
カ
イ
ア
船 A 

舶

K
対
す
る
ジ
ブ
-
フ
ル
タ
ル
海
狭
閉
鎖
陀
よ
っ
て
、
ギ
リ
シ
ア
人
は
現
在
の
ナ

ル
ボ
ン
ヌ
か
ら
ボ
ル
ド
ー
の
陸
上
路
に
よ
っ
て
の
み
、
地
理
に
接
触
で
き
た
。

ζ

う
し
た
前
六
世
紀
後
葉
の
状
況
は
、
ク
ル
ト
人
の
町
ナ
ル
ポ
ン
と
そ
の
領

土

K
隣
接
し
た
ギ
ュ
エ
ス
人
の
町
マ
ツ
サ
リ
ア
の
記
述
に
一
致
す
る
。
ま
た
海

峡
閉
鎖
の
確
実
左
年
代
は
、

(
1
)
前
五
三
七
|
五
年
、
ア
ラ
リ
ア
の
ポ
カ
イ

ア
人
を
中
心
と
し
た
西
方
ギ
リ
シ
ア
諸
都
市
連
合
艦
隊
が
、
カ
ル
タ
ゴ
・
ェ
ト

ル
リ
ア
連
合
軍
に
コ
ル
シ
カ
島
の
ア
ラ
リ
ア
沖
で
実
質
的
敗
北
、

(
2
)
前

五

O
九
年
、
ヵ
ル
タ
ゴ
と
ロ

1
7
の
最
初
の
条
約
で
海
峡
航
行
禁
止
を
決
定
、

(

4

)
 

に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
。
こ
ζ

で
示
さ
れ
た
へ
カ
タ
イ
オ
ス
の
叙
述
の
特
徴

は
、
あ
る
町
の
政
治
勢
力
と
同
様
に
そ
こ
で
の
原
住
民
の
名
称
に
関
連
し
て
町

を
記
述
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
手
法
は
更
に
、
北
イ
タ
リ
ア
の
リ
グ
ニ
ア

海
沿
岸
の
都
市
で
も
発
揮
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
エ
リ
シ
ュ
コ
イ
族
(
断
臼
)
は

リ
ギ
ュ
~
エ
ス
人
の
一
部
族
で
、
モ
ノ
イ
コ
ス
(
モ
ナ
コ

l
断
訂
)
は
彼
ら
の
町

(
断
回
)
も
恐
ら
く
同
様
左
マ
ツ
サ
リ
ア
の
植
民
市
で

-13-

で
あ
り
、

ア
ム
ペ
ロ
ス

あ
ろ
う
。

図 2

イ
タ
リ
ア
の

記
述
で
は
、
北

イタリアとシシリー島

-

中

部

イ

タ

リ
ア

K
つ
い
て

ほ
と
ん
ど
記
録

し
な
か
っ
た
の

は、

ζ

の
地
域

が
エ
ト
ル
リ
ア

人

K
占

領

さ



れ
て
ギ
リ
シ
ア
人
の
進
出
を
阻
ん
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
反
一
回
、
十
月
イ
タ
リ

ア
は
地
域
に
分
割
し
、
イ
タ
リ
ア
の
名
称
を
ブ
ル

y

テ
ィ
ウ
ム
の
南
方
部
分
に

限
定
し
、
そ
の
北
部
を
オ
イ
ノ
ト
ロ
イ
人
の
国
と
称
し
、
北
東
で
は
と
の
国
は

ペ
ウ
カ
イ
オ
イ
人
(
断
鴎
)
や
ペ
ウ
ケ
テ
ィ
ア
ン
テ
ス
族
(
断
的
)

し
、
北
西
で
は
ア
ウ
ソ
、
ネ
ス
人
と
境
を
接
し
て
い
た
。

と
境
を
接

へ
カ
タ
イ
オ
ス
は
勢
力

を
握
っ
た
新
興
の
ギ
リ
シ
ア
人
や
テ
ュ
ル
セ
ノ
イ

(
エ
「
ル
リ
ア
)

人
の
名
称

よ
り
も
古
い
名
称
を
用
い
、
多
く
の
内
陸
の
町
々
を
列
挙
し
て
い
る
の
は
ゾ
ュ(

5

)

¥

 

ハ
リ
ス
の
勢
力
拡
大
と
テ
ュ
レ
ニ
プ
海
へ
の
陸
上
交
易
路
の
発
援
の
証
拠
で

と
の
地
方
の
記
述
は
こ
の
町
の
滅
亡
前
五
一
一
ー
l
一
O
年
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
o

、
(
6
)

シ
シ
ワ

l
島

に

関

連

し

た

断

篇

は

単

に

υ

ノ
ケ
リ
ア
の
町
と
伝
え
る
だ
け

で
そ
の
建
設
者
の
名
す
ら
挙
げ
て
い
左
い
。
こ
の
点
は
、
ブ
ェ
ニ
キ
ア
入
、
カ

ル
キ
ス
人
、
そ
の
他
。
植
民
者
に
全
然
ふ
れ
て
い
ま
い
と
と
と
考
え
合
わ
せ
て
、

西
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
叙
述
の
方
法
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
地
方
の
状
況
を
決
定

す
る
の
に
重
要
左
年
代
と
し
て
は
、
リ
リ
ュ
パ
イ
オ
ン
(
断
万
)
は
ま
だ
単
左

る
岬
で
あ
っ
て
町
で
は
な
い
し
、
ザ
ン
ク
レ

(
断
万
)
は
レ
ギ
オ
ン
の
ア
ナ
ク

ン
ラ
ス
に
よ
っ
て
前
回
九
三
年
以
降
の
あ
る
時
期
に
メ
ッ
サ
ナ
と
再
命
名
さ
れ

た
が
、
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
は
古
い
名
称
を
知
っ
て
い
た
。
彼
は
前
四
七
六
年
の
管

主
ヒ
エ
ロ
ン
に
よ
る
カ
タ
ネ
(
断

η
)
か
ら
ア
イ
ト
ナ
へ
の
名
称
変
更
も
、
前

回

O
九
年
の
ヒ
メ
一
フ
(
断
市
)
の
破
壊
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

へ
ロ
ド
ト
ス
(
一

-m)
が
、
ポ
カ
イ
ア
人
は
ア
ド
リ
エ
ス
を
発
見
し
て
世

に
知
ら
し
め
た
と
述
へ
て
い
る
時
、
現
在
我
々
が
理
解
す
る
ア
ド
リ
ア
海
や
彼

の
時
代
の
イ
オ
ニ
ア
海
(
湾
)
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
北
部
か
ア
ド
リ
ブ
ま

た
は
ア
ト
リ
ア
の
町
の
近
辺
を
指
し
、
こ
こ
か
ら
ア
ド
リ
ア
海
の
名
称
が
広
ま

っ
て
い
っ
た
と
推
理
さ
れ
る
。
実
際
ア
ド
リ
ア
の
町

K
閣
ず
る
断
的
で
は
、
こ

の
町
か
ら
同
名
の
湾
、
と
川
川
の
名
が
由
来
し
て
い
る
士
い
う
。
し
か
し
確
実
左
こ

と
は
、
た
と
え
ギ
リ
ン
ア
人
の
内
ボ
カ
イ
ア
人
が
初
め
て
こ
の
一
地
域
医
進
出
し

た
と
し
て
も
、
後
代
に
至
る
ま
で
こ
の
地
域
の
詳
細
は
不
明
で
あ
一
り
、
イ
ス
ト

ロ
ス
河
の
一
河
口
が
あ
る
と
一
信
じ
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

真
偽
は
不
明
だ
が
、
へ
カ
タ
イ
オ
ス
は
他
lζ

比
較
し
て
む
し
ろ
詳
し
い
と
思

わ
れ
る
ほ
ど
、
イ
オ
ニ
ア
海
近
隣
の
諸
部
族
(
断
白
1
M
m
)
を
列
挙
し
て
同
る
。

初
め
て
イ

y

リ
ュ
リ
オ
イ
人
の
町
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
オ
メ
ダ
ン
テ
イ
オ

ン
(
断
時
)
で
あ
る
c

ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
は
か
な
り
詳
し
〈
エ
ベ
イ
ロ
ス
地
方
を

知
っ
て
い
た
よ
う
で
、
ス
テ
パ
ノ
ス
に
よ
れ
ば
ピ
ン
ド
ス
山
脈
の
一
フ
ク
モ
ン
山

か
ら
イ
ナ
ゴ
ス
川
と
ア
イ
ア
ス
川
が
流
れ
出
て
い
る
(
断

m
a
)
と
さ
れ
、
ス

ト
ラ
ボ
ン
は
彼
が
後
者
を
ア
オ
オ
ス
川
と
呼
ぶ
と
し
、
同
一
の
奥
地
か
ら
両
河

川
が
発
し
、
前
者
は
南
方
の
ア
ル
コ
ス
ヘ
、
後
者
は
西
方
の
ア
ト
リ
ア
湾
へ
流

れ
る
と
し
て
い
る
(
断
m
b
)
0

国
民
代
後
日
か
、
前
者
は
ア
ム
。
ヒ
ロ
キ
ア
の
ア
ル

ゴ
ス
を
通
過
し
て
ア
ケ
ロ
イ
オ
ス
川
に
注
ぎ
、
後
者
は
西
の
ア
ポ
ツ
ロ
ニ
ア
へ

流
れ
込
む
と
述
べ
た
と
報
告
し
て
い
る
(
断
m
c
)
0

ギ
リ
シ
ア
本
土
・
エ
ー
ゲ
海
の
島
々

も
っ
と
西
方
に
言
及
す
る
諸
断
篇
と
次
の
二
点
に
な
い
て
異
止
な
る
。

ス
テ
パ
ノ
ス
は
町
の
地
理
的
位
置
を
海
と
の
関
係
で
は
左
/
¥
む
し
ろ

別
の
町
や
山
や
そ
の
地
方
の
あ
る
別
の
地
理
的
特
徴
に
関
連
し
て
決
定
し
て
い

る
。
例
え
ば
、

fr
ス
は
パ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
山
周
辺
の
地
(
断
出
)
、
オ
リ
ュ
ク

ヮ“

ラ
イ
は
ナ
ウ
パ
ク
ト
ス
近
/
¥
の
町
(
断
1
)
、
コ
リ
ン
ト
ス
は
ベ
ロ
ボ
ン
ネ
ソ

市-

ス
の
地
峡
内
の
町
(
断
凶
)
で
あ

J

る。

(
2
)
都
市
川
υ
起
源
や
そ
の
建
設
者
へ

の
言
及
は
、
他
よ
り
も
は
る
か
に
頻
繁
で
あ
る
o

例
え
ば
、
ボ
イ
オ
テ
ィ
ア
の

町
コ
ロ
ネ
イ
ア
は
コ
口
ノ
ス
に
由
来
(
断
山
)
、

E 

諸
断
篇
は
、

(
1
)
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ギ
リ
シ
ア
本
土
に
閣
速
す
る

ア
ッ
テ
ィ
カ
島
ヘ
レ
ネ
は



「
イ
リ
オ
ン
征
服
後
に
ヘ
レ
ネ
が
上
陸
し
た
と
語
ら
れ
て
い
る
」
(
断

m
て

ポ
キ
ス
の
町
ク
リ
サ
は
ポ
コ
ス
の
息
子
ク
リ
ソ
ス
に
由
来
(
断

m
aて
ポ

キ

ス
は
あ
る
ポ
コ
ス
と
い
う
人
物
に
由
来
(
断
山
)
、
カ
イ
ロ
ネ
イ
ア
は
カ
イ
ロ

ン
K
由
来
(
断
凶
)
、
等
(
断
日

b
・
mm
・
ぉ
)
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ

唱
a
A

噌

'
A

唱
E
A

の
特
色
は
、
へ
カ
タ
イ
オ
ス
に
帰
せ
ら
れ
る
綴
り
字
の
異
形
を
記
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
カ
ル
ナ
ニ
ア
の
町
リ
ュ
ゼ
イ
ア
(
断
山
)
は
ア
リ
ュ

ゼ
イ
ア
、
ナ
ウ
パ
ク
ト
ス
近
く
の
町
オ
リ
ュ
ク
ラ
イ
(
断
山
)
は
モ
リ
ュ
ク
ラ

ィ
、
デ
ュ
メ
(
断
悶
)
は
エ
ベ
イ
イ
ス
ま
た
は
ア
カ
イ
イ
ス
、
ア
ガ
ム
メ
イ
ア

円

。

、

は
マ
ン
テ
イ
ネ

U
マ
ン
テ
イ
ネ
イ
ア
(
断

2
)
と
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
古
い
名

T
i
 

称
と
し
て
レ
ウ
カ
ス
(
?
)
の
代
わ
り
に
エ
ピ
レ
ウ
カ
デ
イ
オ
イ
(
断
山
)
の

町
、
タ
ナ
グ
ラ
に
ゲ
ピ
ュ
ラ
(
断
時
)
、
コ
リ
ン
ト
ス
に
エ
ピ
ュ
ラ
(
断
却
)

噌

g
ム

カ
ル
キ
ス
に
エ
ウ
ボ
イ
ア
(
断
四
)
の
記
録
が
あ
る
。

ギ
リ
シ
ア
本
土
は
か
な

b
よ
〈
描
か
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
ク
レ
タ
島
や

キ
ュ
ク
一
フ
デ
ス
群
島
に
関
連
し
た
断
篇
が
皆
無
左
の
は
驚
き
で
あ
る
。

コニ

グ

海
の
島
町
々
で

記
録
さ
れ
て

ヱベイロスとギリシア本土

い
る
も
の
は
、

ト
ラ
キ
ア
ま

た
は
小
ア
ジ

ア
の
海
山
芹
近

〈
に
限
ら
れ
、

ア
ジ
ア
沿
岸

図 3

と
結
び
つ
け

ら
れ
て
の
説

明
が
そ
の
特
色
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ス
テ
パ
ノ
ス
は
キ
オ
ス
由
一
日
の
位
置
を
「
エ

リ
ュ
ト
ラ
イ
に
一
回
し
」
、
コ
ル
セ
ア
イ
島
を
「
サ
モ
ス
庄
町
の
真
向
か
い
の
イ
オ

守

i

q

u

ニ
ア
の
島
」
と
し
て
い
る
(
断

u
・
H
)
0
し
か
し
、
こ
れ
ら
二
島
を
含
め
て

レ
ム
ノ
ス
、
レ
ス
ボ
ス
、
オ
イ
ヌ
ッ
サ
イ
の
諸
島
(
断

m
a
・
川

-
M
)
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
巻
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
、
と
れ
ら
が
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
の
時

代
、
即
ち
前
六
世
紀
後
半
の
、
キ
リ
ン
ア
世
界
で
の
ヨ
!
ロ

y
パ
と
ア
シ
ア
の
境

界
を
形
成
し
て
い
る
と
推
一
定
さ
れ
る
。
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
の
典
拠
で
あ
る
か
は
疑

問
だ
が
、
本
土
と
同
様
に
ス
テ
パ
ノ
ス
は
町
や
島
の
語
源
¥
ま
た
は
伝
承
を
引

用
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
レ
ム
ノ
ス
島
と
そ
の
町
ミ
ュ
リ
ナ
(
断

m
a
-
c
)

キ
オ
ス
島
(
断

m

テ
ネ
ド
ス
自
局
、

凶
)
で
あ
る
。

レ
ス
ポ
ス
島
の
ミ
ュ
テ
イ
レ
、
不
の
町
、

E 

明
ら
か
に
マ
ケ
ド

15-

マ
ケ
ド
ニ
ア
・
ト
ラ
キ
ア
・
ス
キ
ュ
テ
ィ
ア

ア
に
関
連
す
る
断
篇
は
わ
ず
か
二
篇
で
、
「
南
に
パ
オ
ロ
ス
山
と
パ
コ
ス
山
一

A込

Z

F

U

コ

ル
一
口
イ
デ
ィ
プ
ス
川
が
記
録
さ
れ
て
い
る
(
断
4

・
4
)
C
こ
の
川
は
ス
キ
ユ

噌
2
ム

ラ
ク
ス
(
伺
)
で
も
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
川
で
あ
り
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
(
七
・
凶
)
で

は
リ
ュ
一
ア
イ
エ
ス
川
と
称
さ
れ
て
、
ハ
リ
ア
ク
モ
ン
川
と
合
流
し
て
マ
ケ
ド
ニ

ペ
ポ
ッ
テ
ィ
ア
イ
ア
一
同
地
方
の
境
界
を
成
す
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
ア
ク

シ
オ
ス
河
口
の
カ
ラ
ス
ト
レ
と
テ
ル
メ
が
ト
一
フ
キ
ア
の
町
と
さ
れ
て
い
る
(
断

凶
)
の
で
、
逆
推
理
し
て
そ
の
南
に
ご
く
わ
ず
か
な
が
ら
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
海
岸

線
、
恐
ら
〈
ベ
ネ
イ
オ
ス
川
か
ら
ハ
リ
ア
ク
モ
ン
川
間
の
あ
る
地
域
を
認
め
て

い
た
こ
と
に
左
る
。

三
七
の
断
篇
が
ト
一
フ
キ
ア
ま
た
は
ト
ラ
キ
ア
人
の
土
地
代
言
及
し
、
そ
の
内

一
二
は
沿
岸
ま
た
は
海
産
近
く
の
町
々
や
部
族
を
記
載
し
て
い
る
。
確
実
な
証

拠

K
は
欠
け
て
い
る
が
、
ヤ
コ

i
ピ
は
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
が
扱
ヲ
た
地
理
記
述
を



再
構
成
し
て
、

しを
たト
とラ
論キ
じア
ての
い北ハ
るのイ
が境モ
二界ン
ヱと山

マケドニアとトラキア

必
ず
し
も
総
論
的
な
も
の
で

は
左
い
。
概
し
て
、
ヘ
カ
タ

イ
オ
ス
が
後
代
の
地
理
学
者

よ
り
広
い
地
域
を
被
う
た
め

に、

ト
ラ
キ
ア
の
用
語
を
使
'

用
し
た
ζ

と
は
あ
り
う
る
。

図 4

オ風
ネ習
スに

ア人関
テ(係
ナ断し
イ 154た
オ 」ノの

スだは
はけパ
へでイ

あ
り
、

カ
タ
イ
オ
ス
を
典
拠
と
し
て

「
大
麦
か
ら
醸
造
し
た
ピ

l

(
ぴ
『
可
件
。
回
)
と
、
黍
と
プ
1

リ
カ
リ
ア
(
と
い
う
植
物
)
か
ら
製
造
し

た
酒
(
方
向

=-PE申
)
」
を
飲
み
、
「
乳
か
ら
造
っ
た
オ
リ
ー
ブ
油
の
よ
う
な

も
の
を
体

K
塗
り
つ
け
る
」
と
伝
え
て
い
る
。
へ
ロ
ド
ト
ス
(
七
・
凶
)
は
ク

セ
ル
ク
セ
ス
の
遠
征
部
隊
が
ア
カ
ン
ト
ス
か
ら
テ
ル
メ
に
向
か
う
途
中
で
彼
ら

の
園
を
横
切
っ
た
と
述
べ
、
断
篇
で
は
カ
ル
キ
デ
ィ
ケ
の
シ
ト
ニ
ア
半
島
の
ガ

レ
プ
ソ
ス
(
断
印
)
が
「
ト
ラ
キ
ア
の
パ
イ
オ
ネ
ス
人
の
町
」
と
さ
れ
、
彼
の

言
い
分
と
一
致
す
る
。
ギ
リ
シ
ア
人
の
と
の
地
域
へ
の
植
民
は
、
パ
イ
オ
不
ス

人
や
他
の
原
住
民
の
内
陸
へ
の
移
動
を
引
き
起
ζ

し
、
残
留
し
た
と
し
て
も
そ

の
民
族
性
を
喪
失
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

カ
ル
キ
デ
イ
ケ
半
島
ま
た
は
ア
ク
シ
オ
ス
と
ス
ト
リ
ュ
モ
ン
両
河
川
間
の
海

ノレ

津
沿
い
の
町
々

K
つ
い
て
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
ク
セ
ル
ク
セ
ス
の
進
軍
に
合
わ

せ
て
詳
し
〈
報
じ
て
い
る
。
彼
が
、
遠
征
軍
の
関
係
し
な
い
町
々
ま
で
叙
述
し

て
い
る
こ
と
は
、
あ
る
地
理
書
、
恐
ら
く
へ
カ
タ
イ
オ
ス
の
も
の
を
十
分
活
用

(8) 

し
た
と
と
を
示
唆
す
る
。
次
は
ス
ト
リ
ュ
モ
ン
川
と
ト
ラ
キ
ア
の
ケ
ル
ソ
ネ

ソ
ス
間
の
断
篇
で
あ
る
。
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
が
ホ
メ
ロ
ス
の
地
理
代
依
存
し
て
い

る
と
と
は
、
ゾ
ネ
と
マ
ロ
ネ
イ
ア
(
断
臼
・
臼
)
を
キ
コ
ネ
ス
族
の
町
、
「
卜

喝

aよ
噌

aム

ラ
キ
ア
『
半
島
』

K
面
し
た
キ
コ
ニ
ア
の
町
」
と
し
て
い
る
点
か
ら
判
明
し
て

い
る
。
こ
の
部
族
は
ホ
メ
ロ
ス
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
歴
史
時
代
の
初

期
に
は
消
滅
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
と
ζ

ろ
で
、
ヘ
レ
ス
ポ
ン
ト
ス
の
用
語

の
使
用
に
つ
い
て
、
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
に
唆
昧
左
点
が
あ
る
。
テ
ネ
ド
ス
島
と
キ

ユ
パ
シ
ス
の
町
(
断

m
-
m
)

は
、
そ
れ
ぞ
れ
へ
レ
ス
ポ
ン
卜

ス
内
一
、

ま
た
は
そ
の
近
辺
と
規

定
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
範
囲

が
問
題
で
あ
る
。
後
者
の
場
合

考
え
ら
れ
る
解
決
法
は
、
メ
ロ
ス

湾
を
そ
の
中
に
含
ま
せ
る
こ
と
で

まそススあ
えれの K る
はぞ二 あ。
それつるト
ζ へのリラ
のレ[!J-r
町ス勺二ア
と ポ(ノ
さ ン断イヶ
れ ト 164 、ノレ
、 『 ・ で才 、，

前内坦5/与
者のはトソ、

は
西
海
岸
k
tり
る
と
み
ら
れ
る
の

で
、
と
の
推
測
を
裏
付
け
よ
う
。

三r
Iseedones( 193) 
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ケ
ツ
口
、
不
ソ
ス

K
つ
い
て
の
断
篇
は
歴
史
的
に
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ミ
ル

テ
ィ
ア
デ
ィ
ス
(
一
世
ま
た
は
二
世
)
が
ま
だ
そ
と
の
借
主
で
あ
っ
た
時
代
に

へ
カ
タ
イ
オ
ス
が
記
録
し
た
か
ら
で
あ
る
。
へ
口
ド
ト
ス
は
肝
心
の
町
の
名
に

言
及
し
て
い
な
い
が
、
断
篇
は
「
ケ
ツ
ロ
ネ
ソ
ス
の
町
が
半
島
の
地
峡
部
に
L

(
断
削
)
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
、
と
の
町
こ
そ
借
主
の
町
で
あ
る
。
ク
セ
ル

ク
セ
ス
の
遠
征
軍
は
、
パ
ク
テ
ュ
エ
と
カ
ル
デ
ィ
エ
間
に
あ
る
地
峡
部
の
ア
ゴ

レ
の
町
を
通
過
し
た
と
へ
ロ
ト
ト
ス
(
七
・
日
)
は
伝
え
て
い
る
し
、
こ
の
町

が
ひ
き
続
き
存
続
し
た
と
と
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
貢
祖
割
り
当
て
表

K
よ
っ
て
証

明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
町
が
ケ
ツ
ロ
ネ
ソ
ス
で
あ
り
、
倦
主
政
崩
壊

(9) 

後
に
そ
の
名
称
を
変
更
し
、
政
治
的
重
要
性
を
喪
失
し
た
蓋
然
性
は
あ
ろ
う
。

内
陸
一
の
部
族
や
町
々

K
言
及
し
た
数
篇
が
あ
る
が
、
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
が
ト
ラ

キ
ア
の
北
限
を
ど
こ
に
設
定
し
た
か
は
決
定
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
カ

リ
ア
ク
ラ
岬
の
古
代
名
テ
ィ
リ
シ
ス
岬
は
、
あ
る
時
ト
リ
ゾ
イ
族
(
断

m)
が

黒
海
沿
埠
ま
で
進
出
し
た
と
と
を
示
唆
す
る
の
か
も
し
れ
左
い
。
興
味
あ
る
一

断
篇
は
、
「
次
に
ベ
ル
シ
ア
人
の
町
ボ
リ
ュ
ザ
、
そ
し
て
テ
ュ
ニ
ア
ス
(
岬
)
一

(
断
胤
)
と
さ
れ
、
と
の
町
は
ス
テ
パ
ノ
ス
だ
け
だ
が
黒
海
地
方
の
町
と
称
し

て
い
る
。
重
要
な
の
は
ペ
ル
シ
ア
人
の
町
と
し
て
い
る
点
で
、
同
様
左
表
現
が

イ
ン
ド
の
記
述
(
断
捌
)
に
も
見
い
出
さ
れ
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
(
七
・
四
)
花
よ

れ
ば
、
ト
リ
ス
コ
ス
平
野
氏
ベ
ル
シ
ア
王
の
城
塞
が
あ
り
、
ダ
レ
イ
オ
ス
の
ス

キ
ュ
テ
ィ
ア
遠
征
以
来
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
と
で
、

ζ

の
町
は
大
王
の

遠
征

K
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
と
の
解
釈
が
成
立
す
る
。
こ
の
推
測
が
正
し
け
れ

ば
、
と
の
地
域
の
叙
述
年
代
が
判
明
す
る
こ
と
と
、
十
八
王
が
ギ
リ
シ
ア
の
植
民

市

K
対
抗
し
て
と
の
地
域
に
都
市
を
建
設
し
よ
う
と
し
た
点
が
判
明
す
る
。

以
上
わ
ず
か
念
資
料
か
ら
得
ら
れ
る
結
論
は
、

(
1
)
 
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
は
、

後
世
マ
ケ
ド
ニ
ア
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
ず
ヲ
と
広
大
左
領
域
を
も
含
め
て
ト

ラ
キ
ア
の
用
語
を
使
用
し
た
。

(
2
)
後
世
忘
れ
去
ら
れ
た
他
の
土
地
へ
移
住

し
た
数
部
族
を
少
く
と
も
知
一
っ
て
い
た
、

(
3
)
ギ
リ
シ
ア
人
の
樽
民
者
が
こ

の
地
方
に
ど
の
く
ら
い
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
か
に
関
心
が
な
か
っ
た
、
の

三
点
で
あ
る
。

ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
と
そ
の
東
北
部
に
言
及
し
た
断
篇
は
わ
ず
か
十
で
あ
コ
て
、
づ
て

の
内
一
篇
だ
け
に
ス
テ
パ
ノ
ス
は
単
左
る
部
族
や
町
の
名
以
上
の
説
明
を
与
え
て

い
る
。
そ
れ
は
メ
ラ
ン
ク
ラ
イ
ノ
イ
(
黒
い
外
套
を
着
た
人
々

J

族
K
関
係
し
た

も
C
で
、
「
ヒ
ッ
ペ
モ
ル
コ
イ
族
が
馬
の
乳
を
搾
る
こ
と
の
た
め
に
、
ま
た
モ
ツ

ン
ュ
ノ
イ
コ
イ
族
が
そ
の
住
居
の
た
め
に
呼
称
さ
れ
て
い
る
よ
う
氏
、
彼
ら
の
衣

服
か
ら
こ
の
称
さ
れ
て
い
る
」
(
断
出
)
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
テ

$
i
 

パ
ノ
ス
は
こ
の
情
報
を
へ
ロ
ト
ト
ス
(
四

-
m
w
)

か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

''ム

こ
の
風
俗
記
事
が
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
か
ら
由
来
す
る
証
左
は
伺
も
念
い
。
こ
の
一
記
事

を
含
め
て
、
彼
の
記
録
を
再
現
す
る
に
は
、
ヘ
ロ
ト
ト
ス
四
巻
の
「
ス
キ
ュ
テ
ィ

ア
諌

l

一
の
解
釈
抜
き
に
は
語
れ
左
い
。

へ
ロ
ド
ト
ス
は
-
般
に
先
輩
達
、
と
り
わ
け
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
を
無
視
し
よ
う
と

す
る
傾
向
が
あ
る
o

例
え
ば
、
断
部
は
盟
一
川
衣
族
が
ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
人
だ
と
し
て
い

1
i
 

る
が
、
彼
(
由
・
却
)
は
ず
キ
ュ
テ
ィ
ア
系
自
の
民
族
と
主
張
、
ま
た
断

m

は
イ
ツ
セ
ド
ネ
ス
族
を
ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
の
部
族
と
し
て
い
る
が
、
彼
(
一

-m)

は
7

ッ
サ
ゲ
タ
イ
人
が
イ
ツ
セ
ド
ネ
ス
人
と
対
侍
し
て
ア
ラ
ク
セ
ス
河
の
向
こ
う

17 

K
住
む
と
し
、

こ
の
民
族
企
乞
ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
人
?
と
同
人
種
だ
と
す
る
人
も
い
る
と

補
筆
し
て
い
る
の
で
、
暗
に
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、

ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
は
北
方
の
民
族
を
一
般

κ
ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
人
と
称
し
た
と
思
わ
れ

る
。
カ
ル
キ
ニ
テ
ィ
ス
の
町
(
断
臼
)
ぷ
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
頭
部
に
位
置
す
る
が
、

唱
E
ム



、
(
川
口

カ
ル
キ
ネ
の
別
の
形
で
後
代
の
作
家

K
み

え

そ

れ

が

ギ

リ

シ

ア

人

の

町

に

も
拘
ら
ず
、
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
は
と
れ
を
彼
の
手
法
に
よ
っ
て
ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
の

町
と
称
し
た
。
そ
し
て
、
コ
!
カ
サ
ス
山
脈
北
方
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
の
ス
キ
ュ

テ
ィ
ア
人
と
し
て
、
ダ
ン
ダ
リ
オ
イ
、
テ
ィ
パ
ニ
ツ
サ
イ
族
(
断

m
-
m
)
の

名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
の
内
経
部
ま
で
知
識
が
及
ん
で

い
た
ろ
う
。
ア
ジ
ア

K
住
む
イ
ア
マ
イ
族
(
断
出
)
は
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
ア
サ

ル
ハ
ド
ン
王
(
前
七
世
紀
前
半
)
の
時
代

K
侵
入
し
て
、
ウ
ル
ミ
ア
湖
の
南

K

王
国
を
形
成
し
た
者
達
の
子
孫
で
あ
ろ
う
。

ア
リ
ソ
ア

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
記
述
は
ほ
ぼ
地
中
海
沿
津
に
沿
っ
て
記
載
す
れ
ば
よ
い
が
、

ア
ジ
ア
の
叙
述
順
序
の
問
題
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
ず
記
述
の
出
発
点
は
ト
ラ

キ
ア
と
キ
ン
メ
リ
ア
の
ポ
ス
ポ
ロ
ス
の
い
ず
れ
か
左
の
か
、
そ
れ
と
も
も
っ
と

透
か
東
方
左
の
か
不
明
で
あ
る
し
、
ま
た
地
理
的
環
境

K
よ
っ
て
暗
示
さ
れ
る

地
中
海
の
よ
う
な
自
然
の
配
列
も
左
い
。
へ
ロ
ド
ト
ス
の
ア
ジ
ア
の
概
観
(
四

・
羽
以
降
)

K
よ
れ
ば
、
黒
海
の
ア
ジ
ア
沿
岸
、
ヘ
レ
ス
ポ
ン
ト
ス
地
域
、
小

ア
ジ
ア
の
西
と
南
の
沿
岸
、
シ
リ
ア
・
ア
ラ
ビ
ア
地
方
、
ベ
ル
シ
ア
湾
と
黒
海

を
結
ん
だ
線
と
そ
の
東
の
内
陸
地
方
、
そ
し
て
、
ア
ジ
ア
の
一
部
で
も
あ
る
，
ア

フ
リ
カ
北
部
の
記
述
が
、
そ
の
海
岸
線
に
沿
っ
て
東
か
ら
西
へ
と
固
定
さ
れ
た

配
列
で
従
う
。
更

K
、
ペ
ル
シ
ア
の
第
一

l
四
行
政
区
、
世
界
地
図

K
よ
る
イ

オ
ニ
ア
か
ら
帝
都
ス
サ
ま
で
の
民
族
名
、
ギ
リ
シ
ア
遠
征
軍
へ
の
軍
船
供
出
国

か
ら
も
そ
の
大
略
を
汲
み
と
る
と
と
が
で
き
よ
う
。

-
小
ア
ジ
ア
黒
海
の
ア
ジ
ア
沿
岸
の
記
述
が
西
か
ら
東
の
方
向
へ
進

ん
だ
と
と
は
、
「
テ
ィ
パ
レ
ノ
イ
人
の
東
で
モ
ツ
シ
ュ
ノ
イ
コ
イ
人
は
境
を
接

し
て
い
る
。
彼
ら
の
所

K
コ
イ
ラ
デ
ス
の
町
が
」
、

「
コ
イ
人
の
東
で
デ
ィ
ゼ

ら(
窺 204ス

い 267人
知)は

るの境
ζ 二を
とっ接
がのし
で引て
き用い

るか lる

だ
が
ま
ず
謹
厚
一
線
に
つ
い
て
は
、

「
そ
こ
で
、
ボ
ス
ポ
ロ
ス
と
黒

海
は
以
上
の
よ
う
で
あ
り
、
へ

黒海のアジア沿岸

レ
ス
ポ
ン
ト
ス
も
こ
れ
ら
(
の

数
字
)
が
私
の
測
定
し
た
も
の

で
あ
る
」
(
断
別
)
の
引
用
が

信
憲
性
の
あ
る
も
の
と
す
れ
ば
、

へ
ロ
ド
ト
ス
(
四
・
前
)
が
へ

カ
タ
イ
オ
ス
に
倣
っ
た
の
で
あ

-18-
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-P
、
我
々
も
ト
ラ
キ
ア
の
ボ
ス

ポ
ロ
ス
か
ら
始
ま
っ
て
最
初
K

東
、
再
度
そ
と
か
ら
南
西
の
方
向
へ
進
ん
だ
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
断
仰
は
、

彼
が
黒
海
の
何
ら
か
の
距
離
か
沿
岸
旅
行
の
期
間
を
与
え
た
証
左
と
解
釈
さ
れ
、

へ
ロ
ド
ト
ス

K
は
左
い
弦
で
結
ぼ
れ
た
弓
の
よ
う
左
キ
ュ
テ
ィ
ア
地
方
の
湾
曲
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
西
か
ら
東
へ
進
ん
で
最
初
に
出
会
う
の
が
ス
テ
パ
ニ
ス
と
い

う
町
を
も
っ
マ
リ
ア
ン
デ
ュ
ノ
イ
入
信
号
、
西
の
パ
プ
ラ
ゴ
ネ
ス
人
(
断
加
)

と
東
の
カ
ツ
パ
ド
キ
ア
人
の
境
界
ハ
リ
ュ
ス
河
(
へ
ロ
ド
ト
ス
、
一
・

6
H
万
)

ν
ウ
コ
シ
ュ
ロ
イ
人
の
町
力
デ
ィ
シ
ア
、
テ
イ
リ
ア
(
断
抑
・
加
)
、
テ
ル
モ
ド

ン
河
畔
の
カ
リ
ュ
ポ
イ

(
1
ベ
ス
)
人
と
ス
キ
ュ
ラ
ク
ス
(
路
、
ス
タ
メ
ネ
イ
ア
)

が
言
及
す
る
彼
ら
の
町
ス
タ
メ
ネ
(
断

m)
が
あ

b
、
彼
ら
は
南
で
小
ア
ル
メ
ニ

ア
人
と
隣
接
(
断
加
)
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
(
三
・
川
四
日
七
・
花
!
乃
)
が
彼
ら
と
共



に
ベ
ル
シ
ア
の
第
一
九
納
税
区
を
構
成
し
、
ク
セ
ル
ク
セ
ス
軍
部
隊
と
し
て
言

及
し
て
い
る
マ
レ
ス
、
マ
ク
ロ
ネ
ス
人
(
断
出
・
伺
)
、
コ
イ
人
と
デ
ィ
ゼ
レ

ヮ“

ス
人
(
断
加
)
、
へ
ん
モ
ナ
ッ
サ
の
島
と
そ
の
町
(
断
捌
)
、
パ
シ
ス
河
の
北

の
コ
ロ
イ
人
と
コ
ラ
ク
ソ
ス
族
(
断

m
-
m
)
、
ヒ
与
パ
ニ
ス
川
が
注
ぐ
湾
で

そ
れ
を
へ
カ
タ
イ
オ
ス
が
ア
パ
ト
ウ
ロ
ス
と
呼
ぶ
湾
(
断
釦

)
K
面
し
た
パ
ナ

ゴ
レ
イ
ア
の
町
(
断

m)
で
あ
る
。

ヘ
レ
ス
ポ
ン
ト
ス
か
ら
キ
リ
キ
ア
ま
で
の
小
ア
ジ
ア
沿
埠
は
、
ヘ
カ
タ
イ
オ

ス
K
よ
っ
て
熟
知
さ
れ
て
な
り
、
断
篇
の
数
(
断
灯
伺
)
も
多
い
が
、
彼
が

ワ臼

執
筆
し
た
当
時
既
に
全
土
が
ペ
ル
シ
ア
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
ま
た
ギ
リ
シ
ア

本
土
や
エ
ー
ゲ
海
諸
島
で
用
い
た
の
と
同
様

K
、
神
話
学
的
手
法

K
立
ち
戻
っ

メさ え
ロ れ節

スる を
の O 暗

プ例示
テえす
イばる
口、も

ン断の
山 239が
をは 散
ヘ ホ見

カ
タ
イ
オ
ス
が
ミ
レ
ト
ス
後
方

の
ラ
ト
モ
ス
山
と
同
一
視
し
た

方河(と
かを 断 論
ら越 217じ
でえ)

はる が 更
左 Iまホ vc
〈どリハ
、のュリ

プそスゾ
リんテネ
ユなネス

ギ北ス人

ア
の
ア
ラ
ジ
ア
か
ら
や
っ
て
来

た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
か

ら
し
て
、
彼
は
ホ
メ
ロ
ス
の
問

題
の
町
々
を
遠
方
の
地
に
想
定

す
る
代
わ
り
に
、
で
き
る
限
り

E- Er)'~hr・1( 228)
101-"'11吾totl(240)

近
隣
の
地
に
借
定
し
た
の
で
あ
り
、

こ
の
合
理
化
の
傾
向
は
、
西
方
大
洋
上
の

エ
リ
ュ
テ
イ
ア
島
の
代
わ
り
に
ア
ム
ブ
ラ
キ
ア
か
ら
ヘ
ラ
ク
レ
ス
が
雄
牛
達
を

追
っ
て
き
た
解
釈
(
断
お
)
で
も
確
認
で
き
る
。
町
の
名
称
の
語
源
や
建
設
者

の
伝
承
に
関
し
て
は
、
例
に
よ
っ
て
、
ス
テ
パ
ノ
ス
が
ど
こ
ま
で
彼
を
引
用
し

て
い
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、

小アジアの西と南

エ
リ
ュ
ト
ラ
イ
は
ク
ノ
ボ
ス
に
因
ん
で

ク
ノ
プ
ウ
ポ
リ
ス
と
称
さ
れ
て
い
た
(
断
沼
)
の
で
あ
り
、
パ
タ
一
フ
は
ア
ポ
ロ

つμ

ン
と
ク
サ
ン
ト
ス
の
娘
リ
ノ
ユ
キ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
パ
タ
ロ
ス
に
因
ん
で
名
付
け

ら
れ
た
(
断
別
)
の
で
あ
る
。
だ
が
一
断
篇
で
は
彼
の
実
際
の
言
葉
、
「
次
氏

船
の
舵
取
り
ナ
ギ
ト
ス
に
由
来
す
る
ナ
ギ
ト
ス
の
町
、
そ
し
て
ナ
ギ
ド
ウ
サ
島
」

(
断
揃
)
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
断
篇
に
記
載
さ
れ
た
町
々
の
あ
る
も
の
は
、

見
慣
れ
な
い
形
や
綴
り
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
と
ス
ト
ラ
ボ

ン
(
咽
・
一
・

5
日
時
)
が
ア
イ
オ
リ
ス
人
の
町
と
し
、
古
く
は
ガ
ル
ガ
ロ
ス

と
称
さ
れ
た
ト
ロ
イ
ア
の
町
ガ
ル
ガ
ラ
(
断
出
)
は
「
イ
デ
山
頂
に
」
と
伝
え

ワ臼

ら
れ
て
い
る
o

シ
グ
(
断
阻
)
は
、
彼
が
記
録
し
た
時
ま
だ
ア
テ
ナ
イ
人
が
そ

;

、

(

ロ

)

こ
を
占
領
し
て
い
た
か
は
伝
え
て
な
ら
ず
単
に
ト
ロ
イ
ア
の
町
と
し
て
い

る
。
シ
グ
は
シ
ゲ
イ
オ
ン
の
古
称
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
彼
は
ギ
リ
シ
ア
本
土
で

の
よ
う

K
、
古
い
名
称
や
少
く
と
も
か
わ
っ
た
町
の
名
に
好
意
を
示
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
ア
マ
ゾ
ネ
ス
人
が
住
ん
で
い
た
故
に
キ
ュ
メ
を
ア
マ
ゾ
ネ
イ
オ
ン
、

(断

m
・

19-
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ス
ミ
ュ
ル
ナ
湾
を
メ
レ
ス
川

K
因
ん
で
メ
レ
ト
ス
湾
と
称
し
て
い
る

m)
。

純
粋
な
地
理
学
的
観
点
か
ら
生
じ
る
問
題
は
、
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
が
ト
ロ
イ
ア
、

カ
リ
ア
、
リ
ュ
キ
ア
、
パ
ム
ピ
ュ
リ
ア
、
キ
リ
キ
ア
の
用
語
に
与
え
る
地
方
の

境
界
で
あ
る
。
明
ら
か
に
、
こ
れ
ら
の
地
方
の
境
界
に
よ
っ
て
彼
の
記
述
は
分

割
さ
れ
て
い
た
。
何
故
左
ら
、
シ
グ
、
ラ
ム
ポ
、
不
イ
ア
、
ガ
ル
ガ
ラ
を
ト
ロ
イ



キ
3

メ
し
し
ス
ミ
ー
ル
ナ
湾
を
「
ア
イ
オ
リ
ヌ
人
の
章
で
」
述
べ
た
と

引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(
新
社
・
ぉ

-
M
-
m
・
幻
)
。
そ
し
て
、
、

り

ん

ワ

ム

レ
ト
ス
の
記
述
は
「
カ
リ
ア
に
あ
る
名
高
き
イ
オ
ニ
ア
人
の
町
一
(
断
加
)
と

正
確
で
あ
る
が
、
一
一
般
げ
い
そ
の
分
類
は
正
式
左
境
界
線
と
は
程
遠
い
。
ま
た
キ

ュ
プ
ロ
ス
の
断
篇
は
欠
如
し
て
い
る
し
、
内
陸
地
方
の
境
界
を
暗
示
す
る
も
の

ア
の
町
、

も
な
い
。

ペ
ル
シ
ア
・
東
の
ア
ジ
ア
・
イ
ン
ド
次
は
ベ
ル
シ
ア
帝
国
内
の
他

の
ア
シ
ア
行
政
区
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
の
叙
述
の
多
〈
が
保
存
さ
れ
た
左
ら

ば
、
古
代
東
方
の
地
理
や
歴
史
の
解
明
に
ど
れ
く
ら
い
役
立
っ
た
か
と
惜
し
ま

れ
る
。
第
九
納
税
区
を
構
成
す
る
ア
ッ
シ
リ
ア
・
パ
ビ
ロ
ニ
ア
に
言
及
し
え
断

篇
は
、
唆
味
な
断
邸
を
除
い
て
皆
無
な
の
で
、
こ
の
地
域
は
ま
ず
除
外
さ
れ
左

勺
(
日
)

け
れ
ば
左
ら
左
い
ア
ラ
ビ
ア
も
し
く
は
紅
海
の
ア
ジ
ア
沿
岸
を
記
述
し
た

と
推
測
さ
せ
る
唯
一
の
記
事
は
、
「
カ
マ
レ
ノ
イ
、
ア
ラ
ビ
ア
人
の
島
々
一

(
断

m)
で
あ
る
。
へ
ロ
ド
ト
ス
の
ア
シ
ア
の
概
観
民
よ
れ
ば
、
説
明
も
不
用

で
当
然
の
如
く
ベ
ル
シ
ア
人
が
中
心
と
左
っ
て
、
「
ペ
ル
シ
ア
人
は
エ
リ
ュ
ト

レ
(
赤
い
)
海
と
称
さ
れ
て
い
る
南
の
海

K
達
す
る
ま
で
居
住
し
て
い
る
」

(
匝
・
訂
)
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
と
れ
以
外
の
他
の
一
記
述
も
す
べ
て
、
。
ヘ
ル

シ
ア
人
中
心
の
観
点
に
由
来
し
て
い
る
。

a

U

1

 

ベ
ル
シ
ア
の
海
の
キ
ュ
レ
島
(
断

8
)
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
(
二
一
・
m
m
)

が

つ山

大
王
に
よ
る
「
強
制
移
住
民
一
が
住
む
と
す
る
ベ
ル
シ
ア
湾
内
の
白
河
娯
と
関
連

す
る
と
思
わ
れ
る
。
き
て
、
カ
ル
デ
ュ
ト
ス
、
カ
ニ
ュ
テ
ィ
ス
は
共
に
(
l

シリソ

9

0

 

ア
人
の
大
き
左
町
」
(
断

7
・
8
)
と
さ
れ
る
。
後
者
は
紛
れ
も
な
く
エ
シ
プ

つ
旬
。
“

ト
と
の
国
境
の
町
カ
サ
で
あ
り
、
他
に
ス
テ
パ
ノ
ス
で
は
カ
リ
ュ
テ
?
ス
、
へ

(
二
・
一
即
日
三
・

5
)

で
は
カ
デ
ュ
テ
ィ
ス
「
シ
リ
ア
人
の
大
き
左

E 

ロ
ド
ト
ス

「
私
の
信
じ
る
に
は
サ
ル
一
ア
イ
ス
と
ほ
沼
同
じ
十
八
き
左
町
」
と
表
現
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
へ
き
は
、
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
同
様
へ
ロ
ト
ト
ス
は
そ

の
地
を
「
大
き
な
町
」
?
と
称
し
、
前
者
の
故
郷
、
、
、
レ
ト
ス
と
の
関
係
を
提
示
し

町
Lー

て
い
る
。
そ
れ
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
不
コ
ス
王
が
こ
の
町
内
ソ
遠
征
の
際
児
着
明
し

て
い
た
衣
裳
を
、
、
ζ

レ
ト
ス
の

e

フ
ラ
ン
キ
ダ
イ
の
ア
ポ
ロ
ン
神
毅
に
奉
納
し
た

と
い
う
の
で
あ
る
(
二

-
m
)
0
フ
ェ
ニ
キ
ア
同
様
ペ
ル
ン
ケ
(
ペ
ル

j

ア
)

の
領
竣
も
漠
然
と
し
て
い
る
。
ベ
ル
シ
ス
に
限
定
さ
れ
乏
い

C
は
確
実
で
あ
る
。

ハ
リ
カ
ネ
(
断
悦
)
は
ベ
ル
シ
ア
む
町
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ヘ
ロ
ド
ド
ス
の
行

政
区
表
で
パ
リ
カ
ノ
イ
と
称
さ
れ
る
二
民
族
は
、
一
つ
は
メ
デ
ィ
ア
領
内
、
他

税
区
を
構
成
す
る
(
三
・
白
日

叫
)

0

同
一
じ
く
ベ
ル
シ
ア
の

は
ア
ジ
ア
の
エ
チ
オ
ピ
ア
人
と
共
に
第

ベノレシア帝国

C) 285い(町
町)し断と
と，，':士、 283さ
ず、ま)れ

るテえはる
人イン知力

や グ y らン
、リタれダ

プスケてナ

シ I可(、!ハケ

y 畔 断 念
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タ
ケ
や
ペ
ル
ン
ス
に
あ
る
ブ

〆
ソ
タ
ノ
ク
ネ
の
地
と
す
る
論

者
も
毛
る
。

国 8

衣
服

の
記
事
が
残
さ
れ
て
い
山
る
。

「
キ
ツ
シ
オ
イ
人
は
、
ペ
ル

ン
ア
人
の
キ
ュ
パ
ツ
シ
ス
の

(
断
加
)
と

風
俗
に
つ
い
て
は
、

服
を
ま
と
う



さ
れ
、

ま
た
不
明
の
ゴ
ル
デ
ィ
オ
イ
人

K
境
を
接
す
る
7

テ
ィ
エ
ノ
イ
人
の
町

ヒ
ュ
オ
ベ
の
住
民
も
、
「
パ
プ
ラ
ゴ
ネ
ス
人
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
よ
う
な
服
を
ま

と
っ
て
い
る
」
(
断
加
)
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
左
が
ら
、
後
者
は
小
ア
ジ

:

。

(
5

7
の
内
陸
地
方
に
属
す
べ
き
断
篇
で
あ
る
そ
し
て
地
理
的

K
は
、
ベ
ル
シ

ス
の
東
は
断
mm
と
キ
ュ
レ
島
(
断
剖
)
よ

b
推
察
さ
れ
る
第
一
四
納
税
区
が
続

6

4

9

“
 

き
東
の
ア
ジ
ア
と
念
る
。
と
く

K
前
者
は
「
ミ
ュ
コ
イ
人
か
ら
ア
ラ
ク
セ
ス
河

ま
で
」
と
い
う
内
容
左
の
で
、

ζ

れ
が
南
北
に
走
る
境
界
線
を
左
す
と
い
う
見

解
も
あ
る
。
続
い
て
、
第
一
六
納
税
区
は
パ
ル
ト
イ
(
パ
ル
テ
ィ
ア
)
、
コ
ラ

ス
ミ
オ
イ
人
ら
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。

ζ

れ
ら
の
地
域

K
含
ま
れ
る
、
今
ま

で
と
は
異
在
っ
た
類
の
地
理
記
述
が
四
篇
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
は
「
カ
ス
ピ
門

K

沿
っ
て
あ
る
」
地
(
断
揃
)
、
ヵ
ス
ピ
海
周
辺
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
「
ヒ
ュ

ル
カ
ニ
エ
海
と
称
さ
れ
て
い
る
一
帯
の
樹
木
の
繁
茂
し
た
高
い
山
々
、
そ
れ
ら

、
(
同
)

の
山
々
に
刺
の
あ
る
キ
ュ
ナ
ラ
が
あ
る
」
そ
し
て
ま
た
「
パ
ル
テ
ィ
ア
人

の
東

K
は
コ
ラ
ス
ミ
オ
イ
人
が
住
む
土
地
が
あ
り
、
彼
ら
の
所
に
は
平
地
や
山

地
が
あ
る
。
そ
の
山
地
に
は
野
性
の
樹
木
、
刺
の
あ
る
キ
ュ
ナ
ラ
、
ポ
プ
ラ
、

ギ
ョ
リ
ュ
ウ
が
生
え
る
」
(
断

m
-
m
a
・
b
)
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
記
録
は
、
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
が
そ
の
説
明
を
ア
ジ
ア

K
包
括
さ
せ
た

と
い
う
以
外
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
知
識
を
与
え
て
〈
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が

し
か
し
、
キ
ュ
ロ
ス
二
世
の
即
位
(
前
五
五
九
年
)
後
急
激
に
勃
興
し
た
ベ
ル

γ

ア
帝
国
の
版
図
に
イ
ン
ド
が
併
合
さ
れ
、
と
の
帝
国
の
西
端
の
住
人
ヘ
カ
タ

イ
オ
ス
が
世
界
の
東
の
涯
イ
ン
ド
の
知
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
と
そ
、
む
し
ろ

驚
嘆
に
価
す
る
で
あ
ろ
う
。
へ
ロ
ド
ト
ス
に
よ
れ
ば
、
第
一
二
納
税
区
の
パ
ク

ト
リ
ア
ノ
イ
人
、
次
は
第
七
納
税
区
の
ガ
ン
ダ

1
-フ
人
、
最
後
は
イ
ン
ド
人
の

第
二

O
納
税
区
と
し
て
配
列
で
き
る
(
三
・
白
川
町
日
鈍
)
。

へ
カ
タ
イ
オ
ス

と
彼
の
名
称
が
一
致
す
る
の
は
、
ガ
ン
ダ
リ
ケ
(
ガ
ン
ダ
l
-
7
)

の
町
カ
ス
パ

ピ
ュ
ロ
ス
(
断

mael--三
-
m
H
四
・
品
、
カ
ス
パ
テ
ュ
ロ
ス
)
と
ガ
ン
ダ
ラ
イ

a

-

i

 

ま
た
は
ガ
ン
ド
ロ
イ
人
(
断
泊

a
・
b

|
三
・
白
日
七
・
前
、
ガ
ン
ダ
リ
オ
イ
)

で
あ
る
。
と
れ
ら
以
外
に
、
イ
ン
ド
の
カ
ラ
テ
ィ
ア
イ
族
(
断
捌
)
、
イ
ン
ド

の
町
ア
ル
ガ
ン
テ
が
記
さ
れ
、
イ
ン
ダ
ス
河
附
近

K
は
キ
ュ
ナ
ラ
が
生
育
す
る

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
(
断

m
-
m
)
0
こ
れ
ら
の
知
識
の
情
報
源
と
し
て
、
ヘ

カ
タ
イ
オ
ス
が
カ
リ
ュ
ア
ン
ダ
の
ス
キ
ュ
ラ
ク
ス
の
旅
行
記
を
利
用
し
た
と
想

像
さ
れ
る
。
地
理
叙
述
の
特
色
を
推
測
で
き
る
貴
重
左
一
断
篇
で
は
、
「
彼
ら

の
内
で
イ
ン
ダ
ス
河
畔
に
住
む
人
々
が
オ
ピ
ア
イ
族
で
、
更
に
王
の
城
塞
が
あ

る
。
そ
こ
ま
で
は
オ
ピ
ア
イ
族
。
そ
こ
か
ら
イ
ン
ド
人
ま
で
の
聞
は
無
人
の
荒

野
で
あ
る
」
(
断
捌
)
と
伝
え
て
い
る
の
で
、
イ
ン
ダ
ス
河
畔
ま
で
ペ
ル
シ
ア

王
の
支
配
権
が
確
立
し
て
い
た
事
実
が
諒
承
さ
れ
る
。
と
れ
以
上
の
東
方
に
つ

い
て
は
、
何
も
断
篇
か
ら
窺
い
知
る
と
と
は
で
き
左
い
。

エ
ジ
プ
ト

-21-

エ
ジ
プ
ト
に
言
及
し
た
断
篇
は
、
と

b
わ
け
数
が
多
い

と
い
う
訳
で
は
な
い
。
だ
が
、
明
ら
か
に
へ
口
ド
ト
ス
が
へ
カ
タ
イ
オ
ス
の
あ

。
日
)

る
も
の
を
利
用
し
た
と
い
う
十
分
な
証
拠
は
あ
る
そ
れ
は
、
へ
カ
タ
イ
オ

ス
が
エ
ジ
プ
ト
の
テ
パ
イ
を
訪
問
し
、
そ
と
の
神
宮
遥
か
ら
受
け
た
仕
打
ち
を

へ
ロ
ド
ト
ス
も
そ
と
で
受
け
た
と
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
(
断
制
Jet-

二
・
凶
)
。

ギ
リ
シ
ア
人
著
述
家
の
窃
癖
を
記
す
断
篇
で
は
、
「
そ
れ
と
も
、
私
は
諸
君

へ
口
ド
ト
ス
が
そ
の
二
巻
で
、
ミ
レ
ト
ス
人
へ
カ
タ
イ
オ
ス
の
『
ベ
リ
エ

E 

K グ
シ
ス
』
か
ら
多
〈
の
事
を
少
し
変
え
て
逐
語
的
に
写
し
た
と
何
故
言
わ
な
け

れ
ば
左
ら
な
い
の
か
ね
。
不
死
鳥
や
河
馬
や
鰐
の
狩
猟
に
つ
い
て
の
事
柄
を
」

(断

m
a
)
と
あ
る
。
ま
た
更
に
、
「
へ
ロ
ド
ト
ス
と
へ
カ
タ
イ
オ
ス
は
ロ
ゴ

ポ
イ
オ
ス
で
あ
り
、

一
方
(
も
し
く
は
へ
カ
タ
イ
オ
ス
の
い
ず
れ
か
)

に
エ
ジ



。
フ
ト
の
土
地
陀
つ
い
て
の
作
品
が
あ
る
左
ら
、
エ
ジ
プ
ト
を
河
の
賜
物
と
二
人

が
異
口
同
音
に
称
し
て
h
る
の
は
、
彼
が
そ
の
地
で
え
て
い
る
明
ら
か
左
証
左

に
よ
っ
て
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
説
明
し
た
の
で
あ
る
」
(
断
制
)
と
も
報
じ
ら
れ

て
い
る
。

ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
が
テ
パ
イ
へ
赴
き
¥
そ
の
国
で
の
体
験
を
述
べ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
貴
重
左
報
告
で
あ
る
。
そ
と
で
、
彼
が
エ
ジ
プ
ト
の
慣
習
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
多
〈
の
記
事
は
、
彼
本
人
の
実
見
と
調
査
の
成
果
で
あ
る
。

へ
ロ
ド
ト
ス
(
二
・

η
)
と
同
じ
く
、
彼
は
キ
ュ
ツ
一
フ
ス
テ
ィ
ス
と
称
さ
れ
る

エ
ジ
プ
ト
人
の
特
殊
な
す
っ
ぽ
い
小
麦
粉
パ
ン
に
つ
い
て
述
べ
、
更
に
彼
ら
が

ア
ル
ト
パ
ゴ
イ
(
パ
ン
食
)
で
あ
り
、
大
麦
か
ら
酒
を
造
る
、
「
大
麦
を
酒
に

左
る
よ
う

K
挽
〈
」
(
断

m
-
m
a
・
b
)
と
語
う
て
い
る
。
他
方
、
ヘ
ロ
ト

ト
ス
は
先
輩
の
訪
問
地
へ
行
っ
て
、
機
会
あ
る
ご
と
に
訂
正
を
試
み
て
い
る
。

下
エ
ジ
プ
ト
の
「
河
の
賜
物
」
は
認
め
ざ
る
を
え
左
か
っ
た
が
、
「
前
も
っ
て

開
き
知
っ
て
い
左
く
と
も
、
賢
明
な
人
な
ら
一
見
す
れ
ば
明
ら
か
」

と
わ
ざ
わ
ざ
註

釈
を
施
し
て
い

る
。
浮
遊
す
る

に 156r"ケ
つ、断ム
レミ ケ 305ビ

てム|ス

も ミ二島
、ス

彼
は
浮
遊
し
た

h
ノ
動
く
の
を
ま

っ
た
く
見
え
と

(
二
・

5
)

エジプト

本
当
に
浮
く
の
か
聞
い
て
驚
い
た
と
し
て
い
る
。
ナ
イ
ル
河
の
水

源
に
つ
い
て
の
三
説
は
へ
ロ
ド
ト
ス
(
二

-
m
1岱
)
の
冷
笑
を
引
き
起
こ

ν

た
が
、
彼
は
提
唱
者
名
を
ま
っ
た
く
挙
げ
て
い
な
い
の
で
、
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
に

関
連
す
る
か
不
明
で
あ
る
(
断
回
b
)
。
ま
た
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
登
場
人
物

円
4
U

K
関
連
す
る
地
名
起
源
説
明
が
こ
と
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
メ
ネ
一
フ
オ

ス
と
へ
レ
ネ
の
説
明
で
、
へ
口
ト
ト
ス
(
二
・
ロ
団
)
に
調
査
の
動
機
を
与

噌

E
i

「
l
」

え
る
と
と
に
左
っ
た
。
ス
テ
パ
ノ
ス
は
、
ヵ
ノ
ボ
ス
近
〈
の
地
が
ヘ
レ
ネ
イ
オ

ン
(
断
制
)
と
し
て
い
る
が
、
他
方
パ
ロ
ス
と
カ
ノ
ボ
ス
は
メ
ネ
ラ
オ
ス
の
船

首
と
船
尾
の
舵
取
り
の
名
ー
と
指
指
し
て
い
る
(
断
加
・
湖
)

0

諸
断
篇
は
何
ら
地
理
叙
述
の
方
法

K
一
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
は
左
h
o

た
だ
、
短
い
引
用
主
な
が
ら
「
ア
タ
ラ
ム
ピ
テ
州
と
ア
タ
一
フ
ム
ベ
の
町
」
(
断
制
)

は
、
記
述
が
「
州
」
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
培
示
す
る
の
で
重
要

で
あ
る
。
ポ
ル
ピ
テ
イ
ネ
の
町
(
断
附
)
士
、
パ
ポ
ル
ピ
テ
ィ
ノ
ン
河
口
が
へ
口

3

1
対

ド
ト
ス
(
二
・
口
)
に
見
え
る
。
ナ
イ
ル
湾
、
紅
海
運
河
の
出
発
点
パ
ク
ウ
ツ

サ
イ
は
、
「
エ
ジ
プ
ト
と
エ
リ
ュ
ト
ラ
海
と
の
間
の
囲
壁
の
な
い
村
」
(
断
制
)

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
著
名
な
ギ
け
ソ
シ
ア
の
地
名
に
因
ん
で
名
付
け
ら

れ
た
ナ
イ
ル
河
中
の
島
々
、
ヱ
ペ
ソ
ス
、
キ
オ
ス
、
レ
ス
ポ
ス
、
キ
ュ
プ
ロ
ス
、

サ
モ
ス
、
そ
の
他
(
断
制
)
は
、
が
リ
ン
ブ
人
交
易
者
が
原
一
地
名
を
採
用
す
る

よ
り
も
自
分
か
ら
の
故
国
の
名
称
を
冠
し
た
と
と
に
よ
ろ
う
。
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と
が
な
く
、

図 9

エ
チ
オ
ピ
ア
及
び
そ

ο
南
に
つ
い
て
は
、

ピ
ュ
グ
7

イ
オ
イ
(
小
人
)
族
と
鶴
と
の
戦
闘
が
記
述
さ
れ
て
い
る
(
断

m
a

-
b
)
が
、
と
れ
は
ホ
メ
ロ
ス
(
イ
リ
ア
ス
、
三
・

6

9

)

伝
承
の
解
釈
で

る
る
。
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
は
大
足
の
種
族
で
、
足
を
傘
の
代
わ
り
に
し
て
眠
る
と

い
う
ス
キ
ア
ポ
デ
ス
族
(
断
却
)
に
言
及
す
る
最
初
の
人
物
で
あ
る
。
と
れ
ら

N 

エ
チ
オ
ピ
ア
・
リ
ビ
ア



の
他
、
ェ
チ
オ
ピ
ア
の
7

ル
マ
ケ
ス
族
、
エ
チ
オ
ピ
ア
人
の
砂
漠
の
海
に
浮
か

ぶ
大
小
の
島
ヒ
ュ
サ
エ
イ
ス
(
断
ぉ
・
間
)
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

q
d

て
、

へ
ロ
ド
ト
ス
四
巻
の
「
リ
ビ
ア
護
」
は
、
彼
の
エ
ジ
プ
ト
の
記
述
以
上
に
ず

っ
と
へ
カ
タ
イ
オ
ス
の
も
の
で
あ
り
、
リ
ビ
ア
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
現
存
断

篇
よ
り
は
る
か
に
へ
ロ
ド
ト
ス

K
ょ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
ヤ
コ

l
ピ
は
指
矯
し

〉

(

凶

)

て
い
る
。
へ
ロ
ド
ト
ス
は
ま
っ
た
く
彼
に
言
及
し
て
い
左
い
が
、
語
り
口
の

言
い
回
し
が
そ
の
従
属
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
最
初
に
住
む
リ

ヒ
ア
人
は
ア
デ
ュ
ル
マ
キ
ダ
イ
族
で
:
:
:
衣
服
は
ち
ょ
う
ど
他
の
リ
ピ
ア
人
の

よ
う
念
も
の
を
ま
と
っ
て
い
る
」
(
四
・
伺
)
は
、
「
人
々
は
、
衣
服
は
ち
ょ

τ
i
 

う
ど
パ
プ
一
フ
ゴ
ネ
ス
人
の
よ
う
な
も
の
を
ま
と
っ
て
い
る
」
(
断
加
)
と
一
致

す
る
。
ま
た
諸
断
篇
の
興
味
あ
る
特
色
は
、
セ
ム
系
語
の
代
わ
り
に
ギ
ワ
シ
ア

語
地
名
を
用
い
、
そ
れ
ら
は
カ
ル
タ
コ
支
配
の
沿
岸
領
域
に
属
し
て
い
る
と
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
シ
ュ
ル
テ
ィ
ス
湾
の
代
わ
り
に
プ
シ
ュ
ツ

ロ
ス
湾
を
採
用
し
、
更
に
カ
ン
テ
リ
ア
(
纏
馬
の
町
)
、
エ
ウ
デ
イ
プ
ネ
(
上

等
の
ど
ち
そ
う
島
)
、
ガ
ウ
ロ
ス
(
舟
島
)
、
キ
ュ
ポ
ス
(
方
形
台
地
の
町
)
、

メ
タ
ゴ
ニ
オ
ン
(
角
を
過
ぎ
た
所
の
町
)
(
断

m
・
湖

a
・
湖
・
凶
・
泌
・
凶
)

を
採
録
し
て
い
る
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
「
リ
ビ
ア
護
」
(
四
・
胤

l
m
)
の
構
成

は、

(
1
)
東
リ
ビ
ア
ま
た
は
遊
牧
リ
ビ
ア
人
(
鴎

i
的
)
、

(

a

)

個
々
の

噌

'A

部
族
と
そ
の
配
列
を
含
め
て
(
削
1
1
1
1
m
)

、

(
b
)
遊
牧
民
の
風
俗
一
般
(
邸

-
m
)
、

(
2
)
函
リ
ビ
ア
ま
た
は
農
耕
リ
ビ
ア
入
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
柱
を
越

唱

i

F

b

え
た
地
域
の
補
遣
を
含
め
る
(
日
!
日
)
、

(
3
)
リ
ビ
ア
の
住
民
と
自
然
一

般
(
…

mi--m)
と
左
っ
て
い
る
o

こ
れ
を
断
篇
と
比
較
し
て
み
る
と
、
「
マ
ジ

ュ
エ
ス
族
、
リ
ビ
ア
の
遊
牧
民
:
:
・
彼
ら
の
異
称
と
し
て
は
マ
ク
シ
ュ
エ
ス
族

や
マ
ク
リ
ュ
エ
ス
族
が
あ
る
」
(
断
制
)
と
さ
れ
て
い
る
が
、

へ
ロ
ド
ト
ス

ト
リ
ト
ン
河
が
リ
ピ
ア
の
遊

牧
民
と
農
耕
民
の
境
と
さ
れ
、

断
却
で
は
メ
ガ
サ
の
町
が
「

そ
の
町
か
ら
パ
ン
食
で
農
耕
民
で
あ
る
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
残
念

左
が
ら
ど
の
部
族
に
属
す
る
か
の
言
及
は
左
い
。
断
篇
自
体
か
ら
は
、
リ
ビ
ア

で
ど
ん
な
叙
述
手
法
を
用
い
た
か
判
明
し
A

な
い
が
、
断
却
の
彼
の
実
際
の
一
言
葉

か
ら
、
東
か
ら
西
へ
進
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
ヤ
コ
l
ビ
は
、
へ
ロ
ト

ト
ス
の
リ
ビ
ア
四
地
帯
分
割
(
二
・
担
日
四
・
剖
)
を
、

(
1
)

遊
牧
民
の
住

t
i
 

む
沿
山
洋
地
帯
(
オ
イ
ク
メ
、
ネ
)
、

(
2
)
リ
ピ
ア
の
野
獣
棲
息
地
帯
、

(
3
)

、
(
日
)

砂
漠
の
台
地
帯
、

(
4
)
無
人
の
砂
漠
地
帯
、
と
説
明
し
こ
の
分
割
説
を

へ
カ
タ
イ
オ
ス

K
帰
し
て
い
る
が
、
決
定
的
な
確
証
に
は
不
足
し
て
い
よ
う
。

西
海
津
や
海
峡
近
〈
に
関
係
し
た
地
名
は
、
四
断
篇
が
言
及
し
て
い
る
o

リ
ザ

ス
川
近
く
の
ド
ゥ
リ
ザ
湖
(
断
切
)
は
、

(四

-m)

河
か
ら
西
、

は
「
ト
リ
ト
ン

ア
ウ
セ
エ
ス
族

か
ら
は
も
う
農
耕
民
の
リ
ビ

ア
人
で
、
家
に
住
む
の
を
習

慣
と
し
、
彼
ら
の
名
称
は
7

リビア

ク
シ
ュ
エ
ス
族
で
あ
る
J

一と

記
し
て
い
る
。
も
し
こ
の
マ

図 10

ク
シ
ュ
エ
ス
族
が
マ
ジ
ュ
エ

ス
族
い
た
と
し
た
ら
、
遊
牧
民

か
ら
農
耕
民
へ
の
一
大
訂
正

が
4

な
さ
れ
た
ζ

と
に
念
る
。
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モ
ロ
ツ
コ
の
西
海
岸
の
そ
の
河
口
に



近
い
リ
ク
ス
ま
た
は
リ
ク
メ
ス
川
に
よ
っ
て
形
成
ぎ
れ
て
い
る
。
テ
ィ
ン
ギ
ス

即
ち
現
在
の
タ
ン
ジ
!
ル
に
つ
い
て
は
、
リ
ビ
プ
の
可
テ
ィ
ン
ゲ
(
断
制
)
の

方
が
、
卜
リ
ン
ケ
(
断
制
)
よ
り
あ
た
っ
て
い
よ
う
o

メ
リ
ッ
サ
の
町
(
断
却
)

は
、
恐
ら
ぐ
カ
ル
タ
ゴ
の
ハ
ン
ノ
ー
に
よ
一

J

て
記
録
ぎ
れ
た
西
海
岸
の
地
と
一
同

一
で
あ
ろ
う
。

結

語

以
上
急
ぎ
足
で
地
理
篇
の
断
篇
を
概
観
し
た
が
、
そ
の
記
述
の
特
徴
ー
と
し
て

(
1
)
あ
る
町
の
一
記
述
を
そ
の
地
方
の
民
族
と
同
機
に
そ
こ
で
の
原
住
民
に
関

連
し
て
述
べ
た
、

(
2
)
熟
知
の
地
方
は
地
域
医
分
割
し
て
記
述
、

(
3
)
新

興
の
ギ
リ
シ
ア
人
や
カ
ル
タ
ゴ
人
等
よ
り
も
古
い
民
族
、
部
族
名
を
用
い
た
、

(
4
)
ギ
リ
シ
ア
本
土
で
は
町
を
海
と
の
調
係
ア
一
説
明
し
て
い
左
い
地
理
に

熟
知
し
て
h

た
も
の
が
多
円
、

起
源
を
説
明
、

(
5
)
神
話
伝
承
氏
関
連
し
て
名
祖
や
地
名

(
6
)
綴
り
字
の
異
形
を
記
し
特
に
古
川
υ

名
称
に
好
意
を
も
っ
、

(
7
)
民
族
聞
の
風
俗
慣
習
の
類
似
や
差
違
、
特
に
食
物
、
衣
服
に
着
目
、

(
8
)
遠
方
の
地
の
代
わ
り
に
近
隣
の
地
を
想
定
(
合
理
化
)
、
を
指
摘
で
き

よ
う
。
こ
れ
ら

K
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
紙
幅
は
念
い
の
で
、
一
つ
の
事
実
を

付
記
し
て
な
こ
う
。
個
々
の
資
料
に
対
す
る
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
の
基
本
的
姿
勢
は
、

Z
問
2
2
-
S
由
(
合
理
的
な
説
|
断
幻
)
を
提
示
し
て
正
し
い
解
釈
を
求
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
際
主
な
手
段
は
、
歴
史
的
左
も
の
よ
り
地
理

的
な
も
の
に
基
礎
を
置
い
て
い
た
。
自
に
、
ポ
キ
ス
の
名
祖
が
ポ
コ
ス
で
、
そ

(
断
川
・
山

a
・

の
町
ク
リ
サ

(
ク
リ
ッ
サ
)

の
名
祖
が
そ
の
息
子
ク
リ
メ
ス

b
)

の
よ
う
に
史
的
関
連
を
抽
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
早
稲
田
大
学
院
生
・
西
洋
史
)

(

討

叫

)

(
1
)
断
は
断
湾
、

一
五
は
証
言
を
一
示
し
、
北
ハ
に
勺
F

『E
。
o
Z
J

ロ
】
。

『
吋
開
問
ヨ
巾
コ
円
。
〔
凶
巾
吋
問
吋
}
⑦
(
J
Y
一
回
ユ
ズ
川
口
丈
一
日
円
。
円
ニ
ロ
叫
「
(

}

V

J

C

寸ロ)唱

↓

。

二

一

?

?

∞

・

}

l

品
ア

ω
同

吋

i
吋

?

H

C

向
。
の
番
号
に
よ
る
。

他

K
、
町
内
除
↓
・
云
二
二
。
ァ

H
L
A

吋問問
E
2同
丹
戸
回
目
白
押

20
三円)「己苫戸

C
2
2
2
}
コ
】
吉
(
司
問
。
)
-
『
-

H
】唱
H
l
ω

ア

』
H
l
H
M
ご
坦
古
古
合
同
ω

・

。
ω
ア

H

∞印

ω

も
利
用
で
き
る
o

な
な
、
ギ
リ
ン
ア
語
り
長
音
は
短
音

日】七

ω
ム
!
。
。
一
司
・
」
白
内
o
t
u
J
H
》出
w
Z
}
可

J

そ
]
由
回
C
者
hww
幻⑦己のロつ出、内
-
2
1

古
田
島
}
⑦
(
ロ
円
)
・
∞
ぐ
・

2
2
。一内出向
P

H

O

田
ぐ
。
口
三
戸
}
⑦
丹
ョ
"
高
M
W

H

C

H

N

w

m

N

吋

(
)
C
i
ω
ω

綾
田
武
雄
「
古
代
地
理
学
史
の
研
究
』

柳
原
玄
関
百
、
昭
和
三
四
年
、
七
五
人

O
真
。
原
随
薗
「
ギ
リ
シ
ア
史
研

究
余
滴
」
向
刷
会
、
一
九
℃
六
年
、
五
一
;
六
六
真
、
を
参
照
し
た
。

(
4
)
(
1
)

は
工
品
ケ
円
-

H

。
。
一

JJT長
一

-
ω
(
2
)

は

で
C
}

三》

一}}・

ω
N
-

印

ム

京

Y

で
表
記
し
た
。

∞
件
。
甘
一
戸
田
口
戸
田

ロ可
N

戸
コ
円
ザ
ロ
己
目

(
2
)
 

篇
の
み
現
存
。

(
3
)
主

k
r
-
H
V
出
血
「
由
主
ご

一山由「-可

寸
・
」
円
)
ロ
ロ
σ
門戸
σ
同子

。吋品。}内田司

]
-
C
A
円
∞
-

日)古

ω
九日山!ム↑
h
H

勝
後
カ
ル
タ
コ
人
が
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
島
、

を
領
有
し
、

ロ
!
ロ
が

頭
す
る
と
後
者
の
遺
産
を
継
承
し
た
と
考
え
る
。

海
峡
間
訓
鎖
は
こ
の
口
!
?
共
和

ま
た

(
2
J
 
の
条
約
に
明
す
る
疑

開
始
の
五
口
九
年
で
は
左
〈
三
回
一
八
年
。
条
約

完
↓
}
戸
。
円
)
白
押
。

c
『

後
六
世
紀
初
期
の
地
連
学
者
、
断

日。コ
-
m
H
H
J

出目白
A
C

「
】
山
口
?
戸
。
ω
。
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↓
一
戸
め
戸
戸
、
。
回
日
。
門
口

に
工
れ
は
、

ア
一
ア
リ
ア
沖
心
戦

エ
ー
ル
リ
ア
人
が
コ
ル
ゾ
ヵ
島

=g
『
-
「
団
司
↓
「
の
国
内
可
ぴ
巾
プ

(
}
N
f
z⑦
B
-
E
Z
Z
7
 



。
胆
ユ
}
凶
担
問
。
.
3
』
見
∞
M
N
C
〔
H
C
ω
@
〕
w
Z
Y
叶
A
F
-
-
∞
∞
)
は
正
当
で
な
い
と
し
て
い
る
。

(
5
)
詳
細
は
り
己
ロ
σ
但
σ
Z
・

3
・

2
仲・

3
・
N
0
0
1
0
H
参
照
。

(
6
)
断
位
・
回
聞
に
右
廻
り
に
シ
シ
リ

i
島
の
記
述
が
挿
入
さ
れ
る
と
す
る

説
が
あ
る
(
匂
伊
2
σ
ヲ
見
肘
∞
-
M
吋

H
H
)
。

∞-
N
叶

岡

山

・

(
7
)
 
旬
但
口
0
σ
u
コ
H
H凶

匂
白
内
ロ
ヴ
〕
〉
何
回
∞
-
N
叶
H
A
F
t
]
戸
間

(
8
)
 

は
、
パ
レ
ネ
半
島

K
対
す
る
旧
称
プ

左
ど
か
ら
こ
れ
が
示
唆
さ
れ
る
と
し
て
い

レ
グ
レ
(
同
【
ご

-
g・
同
日
ω
)

る。

(
9
)
 

(
叩
)

(
日
)

(ロ)

∞-
N
叶
目
。

可
申
担
吋
一
一
回
D
P
D
H
γ
口
一
昨
・
同
ア
印
。
一
』
世
口
Oゲ
uhv見円

。
時
間
・
同
・
宮
Z
5
・
m
}
Q
F
Z
ロ
白
戸
口
品
。
吋
O
O
W
P
E
g
-
官
官
・
品
。
。
I
C
M
-

『
の
『
民
同
0
5
8
0
ロ
仲
田
、
吋
∞
・
ω
伊
丹

t
日
印
一
旬
2
0
σ
ヲ
別
円
m
-
M
叶
H
m
M
I
N
N
-

レ
ス
ポ
ス
島
の
ミ
ュ
テ
ィ
レ
ネ
の
建
設
だ
が
、
指
揮
官
プ
リ
ュ
ノ
ン
を

派
遣
し
て
占
領
し
た
。
彼
と
ピ
ツ
タ
コ
ス
と
の
一
騎
打
の
年
代
は
、
前
六

O
七
|
六
年
と
推
定
さ
れ
る
。

(
日
)
ベ
ル
シ
ア
王
官
造
営
に
イ
オ
ニ
ア
人
が
参
加
し
た
こ
と
は
、
現
在
周
知

の
事
実
と
な
っ
て
い
る
(
上
岡
弘
二
「
ク
!
へ
、
ホ
セ
イ
ン
南
ろ
〈
の
一

浮
彫
人
物
像
」
、
『
オ
リ
エ
ン
ト
・
イ
ン
ド
学
論
集
』
国
書
刊
行
会
、

一
九
七
八
年
、
二
ハ
五
頁
)
の
に
、
こ
の
知
識
の
不
足
は
何
だ
ろ
う
か
?

(
叫
)
織
田
武
雄
前
掲
書
、
七
九
頁
は
パ
!
レ

1
ン
島
と
推
定
。

(
日
)
匂
叩
但
『
田
C
F
D
官
・
。
-
?
司
・
叶
@
向
。
口
許
y
c
t
w
h
F
・

(
国
)
織
田
武
雄
前
掲
書
、
七
八
|
九
、
八
一
頁
の
よ
う

K
オ
ケ
ア
ノ
ス
の
湾

入
し
た
の
が
カ
ス
ピ
海
と
す
る
記
事
は
、
断
篇
の
ど
ζ

に
も
念
い
。

戸
内
吉
区

E
と
は
、
野
性
の
パ
ラ
ま
た
は
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
ザ
ミ
の
変
種
で
あ

ろ
う
。

(
口
)
エ
ジ
プ
ト
旅
行
の
不
足
分
を
大
々
的
左
剰
窃

K
よ
ヲ
て
補
っ
た
と
明
決

K
論
じ
た
の
は
、

z
-
U
H
命
日
テ
公
民
巾
『
C
品
O
H
Z
ロ
円
山
田
己
主
同
国
-
c
テ
ョ

国
2
e
g
市
田
N
N
「
同
∞
∞
叶
」
・
∞
-
A
H
H
H
1
品
品
で
あ
る
。
ま
た
へ
カ
タ
イ
オ

ス
の
エ
ジ
プ
ト
社
会
紹
介
の
情
報
を
利
用
し
た
と
す
る
批
評
の
典
型
は
、

書
〉
-
F
H
r
-
-
d
z
E
2
5
3品
開
問

3
t
2
3
-
2
2
5

出
品
吋
口
色
白
片
口
印
∞
C
G
W
]
7
3
宮
司
同
回
。
=
ー
由
。
同
己
足
〉
ヨ
巾
『
F
n
M
W
出

〉
市
山
口
同
2
5可

C
叫
〉
吋
仲
田
出
回
乱
∞
口
-
2
5
巾
回
・
×
謡
w
日
〔
同
@
ω
印
〕
・

司
自
】
・
印
ω
l
H
ω
品

(
国
)
句
。
吋
一
戸

(
四
)
『
の
吋
一
回
・

ト-<

同
0
5
5
。
ロ
片
山
w
ア

∞s
u凶
吋

]

戸

〉
Z
ヨ
・
ω
N
C
I
印
叶

同
0
5
5
2
ユ
m
w
ア

∞・

ω
吋
]
{
!
日
山

〉
己
弓
・
ω
N
C
i
印
斗

ドー・4

切
開

∞-
M
吋

u
o
l
ω
]ケ
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Geographical World of Hecataeus 
Kazu j i Toyoda 

When Ionian physical philosophy was born in the 6th centu-
rγB.C.， it was Hecataeus who improved Anaximander's wor1d map 
with such detail that it was greatly admired. In this phi1oso-
phical tradition， Hecataeus founded the science of geography 
and later was cal1ed 'the Father of Geography'. His map was 
published a10ng with a description of the earth in two books， 
Europe and Asia， the 1atter including Libya. But we have only 
fragments of these books， over 300 in a1l， nearly all of which 
are very short. Most of them are quoted in a later dictionary 
of geographical names， 'Ethnika'， written by Stephanus 
時Tzantius，in such a formula as 'Sidon， a city of Phoenicians， 
Hecataeus in his Asia' . 

官官 originalhas been disparaged回 asimple description 
of cO~3ta1 area， but in fact it seems to have contained infor-
mation about the lands and peoples as far as known. in that age. 
官1efragments refer to an area from India to the At1antic Ocean 
e)中loredby Persian Empire of the Achaemenids and the second 
colonia1 m:コvementof Greeks.官官ya1so revea1 an inte11igent 
curiosity about c1im~te ， Ct巴to訂正ヨ， f1ora， 出ldfauna， ぽldhis 
work deserves to be ca11ed the first genera1 geography. 

We can see those fragments compi1ed by Mu11er or Jacoby. 
官1eauthor have trans1ated them in Jacoby's book， Die Fragmente 
der griechischen Historiker， 1， 1926， and have tried to give 
a short cαrmentary here. 
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